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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　４つの垂直外形部及び８つの水平外形部からなる四角形のラックを備えたスイッチキャ
ビネットであって、
　前記垂直外形部及び水平外形部のうちの４つは矩形状の外形部フレームを形成し、前記
外形部フレームを形成し、互いに平行に延在している前記４つの外形部の内の２つは、一
定のグリッド寸法を維持するとともに、互いに離隔した第１列の固定取付部を有する第１
固定側部を有し、
　前記第１固定側部は、共通の平面内に位置するとともに、これら２つの第１固定側部上
には、前記平行な２つの外形部間に延在し、前記第１列の固定取付部に垂直に延在した第
２列の固定取付部を有する取付け側を有する第１内部構造部品が取り付けられており、
　前記第２列の固定取付部は、前記第１固定側部の前記第１列の固定取付部及び前記内部
構造部品の取付け側の前記第２列の固定取付部を２次元穿孔グリッド状に配設することに
より、前記第１列の固定取付部のグリッド寸法を維持した状態で、前記第１列の固定取付
部の延設方向に配設し、
　前記２次元のグリッド間隔はグリッド寸法であり、
　前記内部構造部品は内部構造レールであって、当該内部構造レールは、その長さ方向に
延在した前記第２列の固定取付部、及び前記スイッチキャビネットの内部において前記内
部構造レールを取り付けるために、その相対向する端部に形成された固定手段を有し、
　前記内部構造レールが前記固定側部の一つを介して前記スイッチキャビネットに取り付
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けられる際に、前記固定手段は第１及び／又は第２固定側部の第１列の固定取付部のグリ
ッド寸法に合致し、共通の平面内に位置する前記固定側部の前記固定取付部それぞれの中
間点が、直線上に位置し、当該直線上に、前記取付け側の前記第２列の固定取付部の中間
点が位置することを特徴とする、スイッチキャビネット。
【請求項２】
　前記外形部フレームを形成し、互いに平行に延在している前記４つの外形部の内の２つ
は、それぞれ第１及び第２の固定側部を有するとともに、同一のグリッド寸法を維持した
状態で、互いに離隔した第１列の固定取付部を有し、
　前記第１固定側部は、外形部フレームの外側上に配設され、前記第２固定側部は、前記
外側と対向して位置する前記外形部フレームの内側上において、前記第１固定側部に関し
て平行に離隔して配設され、前記外側上に位置する前記第１固定側部は、第１共通平面内
に位置し、前記内側上に位置する前記固定側部は、第２共通平面内に位置することを特徴
とする、請求項１に記載のスイッチキャビネット。
【請求項３】
　前記第１共通平面は、前記ラックの外側からアクセス可能な前記内部構造部品を固定す
るための取付平面であり、当該取付平面は、前記ラックの外部シールエッジに関して後退
していることを特徴とする、請求項２に記載のスイッチキャビネット。
【請求項４】
　前記第１共通平面又は第２共通平面の前記垂直外形部又は水平外形部に取り付けられた
前記第１内部構造部品は、その取り付けられた平面内に、当該第１内部構造部品の取付け
側が位置することを特徴とする、請求項２又は３に記載のスイッチキャビネット。
【請求項５】
　前記固定側部の少なくとも１つは、平面毎に、当該平面内に前記第１内部構造部品を取
り付けるための位置決め部材を有し、当該位置決め部材は、前記第１固定側部又は前記第
２固定側部の長さ方向に、互いにグリッド寸法又はグリッド寸法の倍数に相当する間隔を
置いて配設されたマークを有することを特徴とする、請求項１～４の何れかに記載のスイ
ッチキャビネット。
【請求項６】
　第２内部構造部品が前記第１内部構造部品に固定されており、
　前記第１固定側部の前記第１列の固定取付部に平行な前記第２内部構造部品の追加の取
付け側の追加の第２列の固定取付部が、前記第１内部構造部品の前記取付け側の前記第２
列の固定取付部と垂直に延在していることを特徴とする、請求項１～５の何れかに記載の
スイッチキャビネット。
【請求項７】
　前記第１列の固定取付部のグリッド寸法を維持した状態で、前記第２の内部構造部品の
前記追加の取付け側の前記第２列の固定取付部を配設することを特徴とする、請求項６に
記載のスイッチキャビネット。
【請求項８】
　前記第１内部構造部品の前記第２列の固定取付部の固定取付部は、前記第１固定側部の
前記第１列の固定取付部と同様に、互いに第１列の固定取付部のグリッド寸法で配設され
ており、その結果、前記第１内部構造部品及び前記第２内部構造部品の前記固定取付部同
様に、前記第１固定側部の前記固定取付部が、例えば２５ｍｍ×２５ｍｍの穿孔グリッド
などの、２次元的に一定のグリッド寸法を有する２次元的な穿孔グリッド状に配設されて
いることを特徴とする、請求項７に記載のスイッチキャビネット。
【請求項９】
　請求項１～８の何れかに記載のスイッチキャビネットを少なくとも２つ備え、
　前記スイッチキャビネットのラックは、それらの矩形状の外形部フレームを介して隣接
するとともに、少なくとも１つのスタックコネクターを介して前記外形部フレームの２つ
の隣接した外形部に沿って互いに接合し、
　前記スタックコネクターは、追加の固定取付部を有する追加の取付け側を有し、
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　前記追加の取付け側は、前記隣接した外形部それぞれの第３固定側部と同じ高さであり
、
　前記第３固定側部は、第３列の固定取付部を有し、前記第１及び前記第２固定側部と垂
直に延在していることを特徴とする、スイッチキャビネットアセンブリ。
【請求項１０】
　前記外形部フレームは、当該外形部フレーム上で、当該外形部フレームの固定側部に垂
直に延在しているシールリッジを介して互いに隣接し、その結果、前記第１固定側部間に
スペースが形成されるとともに、当該スペースは、前記スタックコネクターの前記取付け
側で架け渡され、その結果、隣接するスイッチキャビネットの前記外形部フレーム間にお
いて連続した取付平面が形成されることを特徴とする、請求項９に記載のスイッチキャビ
ネットアセンブリ。
【請求項１１】
　前記第３固定側部及び前記取付け側は、それぞれ一定のグリッド寸法を維持した状態で
、それらの長さ方向に沿って互いに離隔した固定取付部を有し、前記第３固定側部及び前
記取付け側の前記固定取付部は、前記グリッド寸法を維持した状態で、前記長さ方向に垂
直に互いに離隔していることを特徴とする、請求項９又は１０に記載のスイッチキャビネ
ットアセンブリ。
【請求項１２】
　前記内部構造部品は、２つのスイッチキャビネットの第１のスイッチキャビネットから
隣接した外形部フレームを介して２つのスイッチキャビネットの第２のスイッチキャビネ
ットにガイドされることを特徴とする、請求項９～１１の何れかに記載のスイッチキャビ
ネットアセンブリ。
【請求項１３】
　前記スタックコネクターの対向する長さ方向の端部は、それぞれ前記取付け側に垂直に
延在した固定フランジを有し、前記スタックコネクターは、対向する固定側部上の前記固
定フランジを介して、前記隣接した外形部フレームの対向する外側（Ａ）上に固定、特に
ねじ接続されたことを特徴とする、請求項９～１２の何れかに記載のスイッチキャビネッ
トアセンブリ。
【請求項１４】
　全ての垂直外形部及び水平外形部が、中空外形部として設計されるとともに、第１及び
第２固定側部を有し、さらに前記第１及び前記第２固定側部に垂直に延在している第３固
定側部を介して、互いに平行に離隔して接続されており、
　前記第１固定側部が、前記スイッチキャビネットの外側上に配設され、前記垂直外形部
及び水平外形部のシールリッジが、前記第１固定側部と垂直に延在し、
　前記２つの固定側部の第２固定側部が、前記スイッチキャビネットの内側上に配設され
ていることを特徴とする、請求項９～１３の何れかに記載のスイッチキャビネットアセン
ブリ。
【請求項１５】
　矩形状のベースフレームが、互いに直角に接合した４つの水平外形部から形成され、前
記ベースフレームの外形部が、周列の固定取付部を有する前記第２固定側部に垂直に延在
した外周支持部を有することを特徴とする、請求項１３に記載のスイッチキャビネットア
センブリ。
【請求項１６】
　平行な多重の第２列の固定取付部を有し、前記第２列の固定取付部が、その長さ方向及
びこの長さ方向と垂直な方向で、グリッド寸法を維持していることを特徴とする、請求項
１に記載の内部構造部品。
【請求項１７】
　前記固定手段は、両端部において取付けフランジとして設計され、前記取付けフランジ
の少なくとも１つの相対向する２つの外部端の少なくとも１つにおいて、面取りの形態で
、フラットセクションホルダー及び／又はクロップを収容するセクションを含むことを特
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徴とする、請求項１又は１６に記載の内部構造部品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、４つの垂直外形部（ｐｒｏｆｉｌｅ）及び８つの水平外形部（ｐｒｏｆｉｌ
ｅ）からなる矩形のラックを有するスイッチキャビネットであって、４つの外形部は矩形
状の外形部フレームを形成し、当該外形部フレームを形成するともに、互いに平行に延在
している当該４つの外形部の内の２つの外形部は、一定のグリッド寸法を有し、それぞれ
が互いに離隔した第１列の固定取付部を有する第１固定側部（ｐｒｏｆｉｌｅ　ｓｉｄｅ
）を含む。第１固定側部は共通の面内に位置し、これら２つの第１固定側部上には、平行
な外形部間に延在し、第１列の固定取付部に垂直に延在した第２列の固定取付部を有する
内部構造部品が取り付けられている。そのようなスイッチキャビネットは、ドイツ公開公
報１９６　４７　８０２Ｃ１から公知である。同様のアセンブリは、ドイツ公開公報１９
６　４７　７２７Ａ１及びドイツ公開公報１９６　４７　７５３Ｃ２に記載されている。
【背景技術】
【０００２】
　スイッチキャビネットのラックを構成する水平外形部及び垂直外形部は、グリッド穿孔
を有するスイッチキャビネットの内部に面する少なくとも１つの側部を有し、当該穿孔を
介してスイッチキャビネットの内部構造に対する構造部品を、当該スイッチキャビネット
のラックに固定することができる。原理的に、そのような内部構造部品は特定のものに限
定されるものではない。先行技術で引用されているような、マウントシャシーとも呼ばれ
ている取付レールに言及すると、これは、例えば互いに対向するように平行に位置した、
スイッチキャビネットのラックの２つの外形部間に取り付けることができる。これによっ
て、固定取付部から構成される追加の列の穿孔の形態で、これらプロファイル間に追加の
固定点を付与し、スイッチキャビネットのラックの固定取付部のみならず、取付レールに
よって提供された追加の固定点も、スイッチキャビネットの内部構造に対する固定点とし
て利用することができる。
【０００３】
　スイッチキャビネット構造において、スイッチキャビネット内に収納する部品の実装密
度を可能な限り向上させる一方で、熱的限界などの境界条件を考慮することは根本的な問
題である。この点、公知のアセンブリにおいて、追加の固定レベルを付与するためには、
例えば、上述した種類の、ラックの外形部を介して固定しなければならない取付レールな
どの追加の内部構造部品を提供することが必要になる。これは、公知のスイッチキャビネ
ットの内部構造の選択肢を制限することになる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　したがって、本発明の目的は、最大限フレキシブルな内部構造を確保できるように、前
述した種類のスイッチキャビネットを改良することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この目的は、請求項１に記載の特徴を有するスイッチキャビネットによって達成される
。請求項１０は、スイッチキャビネットアセンブリに関し、請求項１７は、内部構造部品
に関する。有利な実施形態は、従属請求項の内容である。
【０００６】
　したがって、第１列の固定取付部のグリッド寸法を維持した状態で、第２列の固定取付
部を第１列の固定取付部の延設方向に位置させる。
【０００７】
　機能的な側面からは、内部構造部品の取付け側の第２列の固定取付部は、垂直外形部の
第１列の固定取付部の延設方向と垂直な方向に延在している。しかしながら、従来技術と
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異なり、第１列のグリッド固定取付部のグリッド寸法は一定に保つ。例えば、第１列の固
定取付部は、外形部フレームの垂直外形部の垂直側部に沿って形成することができる。こ
の場合、固定取付部からなる第１列の固定取付部は、グリッド寸法を維持した状態で規則
的に離隔して配置される。内部構造部品はマウントシャシーとすることができ、その取付
け側及び当該取付け側に沿って延在している第２列の固定取付部は、垂直外形部に対して
垂直に延在し、したがって水平に延在している。この場合、グリッド寸法を維持するため
に、内部構造部品の第２列の固定取付部は、垂直方向における第１列の固定取付部の１つ
の位置に相当する垂直高さに位置することができる。その結果、垂直外形部の第１列の固
定取付部の固定取付部は、内部構造部品の第２列の固定取付部と同じ高さに位置する。
【０００８】
　グリッド寸法を維持するために、内部構造部品を外形部フレームに固定するための固定
手段を設計する。このために、固定手段は、例えば、外形部フレームの第１列の固定取付
部の固定取付部に係合するフックエレメントとすることができる。そのような固定手段は
、ドイツ公開公報１９６　４７　８０２Ｃ１に開示されている。
【０００９】
　しかしながら、固定取付部の寸法安定性は、外形部フレームと内部構造部品との組み合
わせに限定されるものではない。グリッド寸法を維持した状態で、外形部フレームの異な
る外形部の固定取付部を配設することもできる。例えば、互いに垂直に位置する外形部フ
レームの２つの外形部が、それぞれ共通の平面に存在する固定側部を有することができる
。これら固定側部サイドは、それぞれそれらの長さ方向に延在して列状の固定取付部を有
する。その結果、特に２列の固定取付部が互いに垂直に存在する。外形部フレームの側部
に関して、内部構造部品の固定取付部の関係と同様に、２つの固定側部の２列の固定取付
部は、例えば、２次元の２５ｍｍ×２５ｍｍグリッドマトリックスなどの、グリッド寸法
を維持した状態で、均一なグリッドマトリックス状に配設することができる。
【００１０】
　グリッド寸法の維持は、固定側部、選択的に固定側部に固定された内部構造部品の面内
に位置する全ての列の穿孔に対して適用することができる。これは、例えば、追加の内部
構造部品が第１内部構造部品の列状の固定取付部を介して、当該第１内部構造部品に垂直
に固定された場合においても、グリッド寸法を維持した状態で追加の内部構造部品の固定
取付部を配設することができる。その結果、内部構造の概念は、段階的に接続することが
できる。これは、内部構造部品、特に、取付レールやマウントシャシーを固定するのに適
したスイッチキャビネットラックの外形部フレームの外形部ストラットという従来技術と
比較して有利な結果をもたらすだけでなく、ラックの２つの平行な外形部ストラット間に
固定された第１内部構造部品が第２列の固定取付部を有するという有利な結果をもたらす
。その結果、第１内部構造部品の第２列の固定取付部は、少なくとも１つの追加の内部構
造部品を寸法的に安定して固定するために使用することができる。
【００１１】
　本発明の趣旨における固定取付部は、特定の形態に限定されるものではない。しかしな
がら、原理的には、矩形状の固定取付部は、その直線の境界線に起因して、例えば内部構
造部品を外形部フレームの外形部に固定するなどの、部品同士の固定を正確に行うことが
できるので、特に適しているように示されている。固定取付部は、特にドイツ公開公報１
９６　４７　８０２Ｃ１に示されているように、四角形あるいは矩形状とすることができ
る。
【００１２】
　グリッド寸法を維持するために、固定側部の各固定取付部の中間点は、直線上に位置さ
せることができる。この直線上には、取付け側の第２列の固定取付部の中間点が位置する
。このようにして、第１固定側部の固定取付部の形状が、内部構造部品の固定取付部の形
状と異なる場合でも、グリッド寸法を維持することができる。
【００１３】
　外形部フレームを形成し、互いに平行に延在している４つの外形部の内の２つが、それ
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ぞれ、同一のグリッド寸法を維持した状態で、互いに離隔した第１列若しくは第２列の固
定取付部を有する第１及び第２固定側部を有する。この場合、第１固定側部は、外形部フ
レームの外側に位置し、第１固定側部から平行に離隔した第２固定側部は、外側と対向し
て位置する外形部フレームの内側に位置する。外側に位置した第１固定側部は、第１共通
平面内に位置し、内側に位置した第２固定側部は、第２共通平面内に位置する。
【００１４】
　第１共通平面は、ラックの外側から内部構造部品を固定するためにアクセスすることが
できる取付け平面とすることができる。取付け平面は、ラックの外部シールエッジから後
退している。そのような目的に適した外形部形状は、ドイツ公開公報１０　２０１４　１
０１　４０１Ａ１に開示されている。
【００１５】
　第１平面若しくは第２平面上の外形部に取り付けられた内部構造部品は、それが取り付
けられた各面の取付け側内に位置している。このために、内部構造部品は、例えばオフセ
ットを介して取付け側内に突出した取付けフランジを有することができる。取付けフラン
ジに対する厚さの補正は、オフセットを介して行われる。内部構造部品は、スイッチキャ
ビネットの内部に面している取付け側内でラックの外形部に固定されているので、オフセ
ットは、内部構造部品がスイッチキャビネットの内部からアクセス可能な面上、若しくは
ラックの外部に面した面上で固定されるかどうかに依存したオフセットとすることができ
る。
【００１６】
　固定側部の少なくとも１つは、平面毎に、当該平面内に第１内部構造部品を取り付ける
ための位置決め部材を有し、当該位置決め部材は、第１固定側部又は第２固定側部の長さ
方向に、互いにグリッド寸法又はグリッド寸法の倍数に相当する間隔を置いて配設された
マークを有する。このマークは、第１固定側部又は第２固定側部に隣接したシールリッジ
の通路の形状で形成することができる。シールリッジは、少なくとも１８０度に開いて立
設した２つの側部から形成されている。この結果、通路は、ラックの浸し塗りに対する塗
料の逃げを提供する機能を有する。
【００１７】
　第２内部構造部品を第１内部構造部品に固定することができる。この場合、第２内部構
造部品の第１固定側部の第１列の固定取付部に平行な第２内部構造部品の他の取付け側の
追加の第２列の固定取付部が、第１内部構造部品の取付け側の第２列の固定取付部に垂直
に延在する。特に、少なくとも第１内部構造部品を外形部フレームに固定する、当該外形
部フレームの固定側部同様に、２つの内部構造部品の２つの取付け側は、共通の平面内に
位置する。その結果、外形部フレームの高さが同一の固定側部同様に、２つの内部構造部
品は、取付け平面の２次元内において寸法的に安定したグリッド間隔を有する共通の取付
け平面を形成する。
【００１８】
　第２内部構造部品の取付け側の第２列の固定取付部は、第１列の固定取付部のグリッド
寸法を維持した状態で、配設することができる。この場合、第１内部構造部品の第２列の
固定取付部の固定取付部は、第１内部構造部品の第１固定側部の第１列の固定取付部の関
係と同様に、第１列の固定取付部のグリッド寸法と同間隔で配設することができる。その
結果、第１及び第２内部構造部品の場合において、第１固定側部の固定取付部は、例えば
、２５ｍｍ×２５ｍｍの穿孔グリッドなどの、２次元的に一定のグリッド寸法で２次元的
な穿孔グリッド状に配設することができる。
【００１９】
　他の態様において、本発明は、前述した種類のスイッチキャビネットを少なくとも２つ
備え、スイッチキャビネットのラックは、それらの矩形状の外形部フレームを介して隣接
するとともに、少なくとも１つのスタックコネクターを介して外形部フレームの２つの隣
接した外形部に沿って互いに接合したスイッチキャビネットアセンブリに関する。スタッ
クコネクターは、追加の固定取付部を有する追加の取付け側を有し、追加の取付け側は、
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隣接した外形部の第３固定側部と同じ高さである。第３固定側部は、第３列の固定取付部
を有し、第１及び第２固定側部と垂直に延在している。
【００２０】
　外形部フレームは、当該外形部フレームの第１固定側部に垂直に延在しているシールリ
ッジを介して互いに隣接し、その結果、第１固定側部間にスペースが形成されるとともに
、当該スペースは、スタックコネクターの取付け側で架け渡され、その結果、隣接するス
イッチキャビネットの外形部フレーム間において連続した取付け平面を形成する。
【００２１】
　上述した原理は、水平に並列に配列したラックのみならず、互いのラックの上面に垂直
に積層するラックにも適用することができる。この場合、スタックコネクター、特に同一
のスタックコネクターを介して、垂直方向及び水平方向の互いに隣接したラックの外形部
フレーム間に連続した取付け平面を形成する。したがって、特に垂直方向及び水平方向に
連続したシステムグリッドを達成することができ、内部構造部品は、キャビネットの全体
に亘って取り付けることができる。
【００２２】
　全ての部品に対して寸法が安定であるスイッチキャビネット環境の、固定取付部のグリ
ッド寸法の一定性を強化するために、グリッド寸法を維持した状態で、互いに平行に離隔
したドアチューブフレームの平行な側部において、固定取付部の穿孔を規則正しく形成す
る。その結果、内部構造部品は、互いに離隔した側部間に取り付けることができる。
【００２３】
　ラックが互いに平行に離隔した固定側部を有し、各固定側部が固定取付部を有する場合
、内部構造部品、例えば、マウントシャシーは、２つの第１固定側部にフックで取り付け
られ、これらの固定側部に外側から取り付けられる。あるいは、第１固定側部の内側を介
して他の固定側部にねじ接合される。
【００２４】
　第３固定側部及び追加の取付け側は、それぞれ、一定のグリッド寸法を維持した状態で
、それらの長さ方向に沿って互いに離隔した固定取付部を有する。第３固定側部及び追加
の取付け側の固定取付部は、グリッド寸法を維持した状態で、長さ方向に垂直な方向に互
いに離隔して配設することもできる。この結果、グリッド寸法は、スイッチキャビネット
の全体、すなわち互いに隣接したスイッチキャビネットラック間に亘って維持することが
できる。内部構造部品は、隣接するラック間にガイドすることができ、第１スイッチキャ
ビネットラックにおいて垂直配向したマウントシャシーの相対向して位置する第１端を第
１ラックに固定し、例えば、第２スイッチキャビネットラックの他のマウントシャシーを
介して、第１ラックに隣接する第２ラックの、第１端と相対向する第２端を固定すること
ができる。
【００２５】
　内部構造部品は、相対向する端部において、多重固定点、例えば固定手段を有すること
ができる。固定点あるいは固定手段の間隔は、便宜上グリッド寸法の倍数とする。
【００２６】
　スタックコネクターは、長さ方向の相対する側で、取付け側に垂直に延在する固定フラ
ンジを有することができる。スタックコネクターは、対向する固定側部上の固定フランジ
を介して、隣接する外形部フレームの対向する外側にねじ接続される。
【００２７】
　全ての垂直及び水平外形部は、中空外形部、特に同一の断面を有する中空外形部として
形成することができる。中空外形部は第１固定側部及び第２固定側部を有し、これらの側
部は互いに離隔して配設され、当該側部に垂直に延在している第３固定側部を介して接合
されている。第１列の固定側部は、スイッチキャビネットの外側上に位置しており、この
外形部のシールリッジは、外側に垂直に延在している。第２列の固定側部は、スイッチキ
ャビネットの内側上に位置している。
【００２８】
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　ラックは、直角に接合した４つの水平外形部からなる矩形状のベースフレームを有する
ことができる。ベースフレームを構成する各外形部は、第２固定側部に垂直に延在し、周
列の固定取付部を有する外周サポートフランジを有する。
【００２９】
　さらに他の態様では、本発明は、前述した種類のスイッチキャビネット又はスイッチキ
ャビネットアセンブリのための内部構造部品であって、内部構造部品は内部構造レールで
あって、当該内部構造レールは、当該内部構造レールの長さ方向に延在した列状の固定取
付部、及びスイッチキャビネット又はスイッチキャビネットアセンブリの内部において、
内部構造レールを取り付けるための、当該レールの両端部に形成された固定手段を有する
内部構造部品に関する。内部構造レールは、固定手段が、第１及び／又は第２固定側部の
第１列の固定取付部のグリッド寸法に合致し、内部構造レールが、固定側部の一方を介し
てスイッチキャビネット内に取り付けられた際に、第２列の固定取付部が、第１列の固定
取付部のグリッド寸法を維持した状態で、第１列の固定取付部の延設方向に配設されてい
るという事実において特徴を有する。
【００３０】
　内部構造部品は、平行な多重の第２列の固定取付部を有し、第２列の固定取付部が、そ
の長さ方向及びこの長さ方向と垂直な方向で、グリッド寸法を維持している。
【００３１】
　内部構造部品の両端部において、固定手段は取付けフランジとして形成され、取付けフ
ランジの少なくとも１つの相対向する２つの外部端の少なくとも１つにおいて、面取りの
形態で、フラットセクションホルダー（ｆｌａｔ　ｓｅｃｔｉｏｎ　ｈｏｌｄｅｒ）及び
／又はクロップを収容するセクションを含む。
【００３２】
　本発明の詳細は、図面を参照して以下に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】一実施形態におけるスイッチキャビネットの垂直外形部フレームを示す水平断面
図である。
【図２】一実施形態における内部構造部品が固定され、グリッド寸法を維持した状態での
、スイッチキャビネットの外形部フレームを示す側面図の詳細である。
【図３】マウントシャシーとして形成された一実施形態における内部構造部品の詳細な図
面である。
【図４】一実施形態におけるマウントシャシーとして形成された内部構造部品の他の詳細
な図面である。
【図５】一実施形態におけるスイッチキャビネットの外形部フレームの相対向する平行な
外形部を介して、図４に示すマウントシャシーをフックで取り付けた状態を示す図である
。
【図６】一実施形態における種々の内部構造部品が取り付けられたスイッチキャビネット
ラックを示す図である。
【図７】一実施形態における種々の内部構造部品が取り付けられた他のスイッチキャビネ
ットラックを示す図である。
【図８】スタックコネクターを介して互いに接続された２つのラックからなるスイッチキ
ャビネットアセンブリを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　図１は、スイッチキャビネット１のラック２を貫通して示す水平断面図である。ここで
、拡大して示す垂直外形部３の断面形状は、ドイツ公開公報１０　２０１４　１０１１４
０４Ａ１に示す形状と類似のものであるが、特に、垂直外形部３が、本質的に第１固定側
部５及び第２固定側部１１を介して互いに平行に位置する２つの取付け平面Ｅを提供する
点で相違する。固定側部５及び１１は、平面Ｅ内で対を成して位置し、それぞれが列状の
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固定取付部（図示せず）を有している。これによって、平面Ｅ内の内部構造部品７は、平
面Ｅ上に固定される。
【００３５】
　内部構造部品７は、垂直外形部３間の全体の隙間に亘って本質的に延在する取付け側８
を有する。取付け側８の端部は、それぞれ固定フランジ２１を有し、それを介して内部構
造部品７は、固定側部５、１１及びそれら内部に形成された固定取付部（図示せず）に固
定される。内部構造部品７は、このために、ドイツ公開公報１９６４７　８０２Ｃ１から
公知のように、マウントシャシーの態様で設計されている。マウントシャシー７の対向す
る端部は、固定フランジ２１を含み、この固定フランジ２１は、フックエレメント（図３
及び図４参照）を有する。これらフックエレメントを介して、固定側部５及び１１に設け
られた固定取付部が取り付けられる。明らかなように、内部構造部品７は、長さ方向に沿
って追加の固定穿孔２２を有する。
【００３６】
　図２は、マウントシャシーとして設計された、断面グリッド寸法Ｍを有するフックマウ
ント構造の、内部構造部品７を有する垂直外形部３の詳細を示す図である。垂直外形部３
の第１固定側部５は、第１列の固定取付部６を含んでおり、これら固定取付部６は、グリ
ッド寸法Ｍ内に配置されている。同様に、マウントシャシー７の取付け側８は、それぞれ
各取付け側８の長さ方向に延在した第２列の固定取付部９を有している。この固定取付部
９は、グリッド寸法Ｍと同じ大きさの間隔を有している。
【００３７】
　グリッド寸法Ｍを維持するため、すなわち、垂直外形部３及び内部構造部品７のグリッ
ド寸法Ｍを維持するために、共通平面Ｅ内に位置する固定側部５の固定取付部６それぞれ
の中間点は、直線Ｇ上に位置する。そして、直線Ｇ上に取付け側８の第２列の固定取付部
の中間点が位置する。この結果、固定側部５における固定取付部６と、内部構造部品７の
取付け側８の固定取付部９とは、２次元穿孔グリッド状に位置し、双方の空間ディメンシ
ョンにおけるグリッドスペースは、それぞれの場合において、グリッド寸法Ｍを有する。
【００３８】
　垂直外形部３に関して内部構造部品７を正確に配列するために、内部構造部品７は、フ
ックエレメント（図３参照）を有するマウントフランジ２１を含む。このフックエレメン
トを介して、内部構造部品７は、固定側部５の固定取付部６の１つの境界端１０に当接す
る。
【００３９】
　内部構造部品７の実施形態が、図３及び図４を参照して示されている。これらはマウン
トシャシーとして設計されている。マウントシャシーの端部は、それぞれ取付けフランジ
２１を有し、このマウントシャシーはフック２９を介してフレーム外形部の第１列の固定
取付部に係合する。フックエレメント２９は、それぞれコンタクトサイド３０を有し、こ
のコンタクトサイド３０を介して、内部構造部品７が、図２を参照して記載された固定側
部５上の固定取付部６の１つの境界端１０に当接する。その結果、内部構造部品７の取付
け側８における第２列の固定取付部９が、第１固定側部５の固定取付部６に関して正確に
配列される。すなわち、第２固定取付部９が第１列の固定取付部６のグリッド寸法Ｍを維
持したまま、第１列の固定取付部６の延設方向に配設されるように、内部構造部品７の取
付け側８における第２列の固定取付部９が、第１固定側部５の固定取付部６に関して正確
に配列される。また、第２固定取付部９はグリッド寸法Ｍかつグリッド寸法を維持した固
定側部５の相当する固定取付部６に関連して配列されている。
【００４０】
　図３及び図４に示すように、取付け側８は、多重列の固定取付部９を含み、固定取付部
９は、それぞれ列の長さ方向においてグリッド寸法Ｍで離隔しており、列と垂直な間隔も
、グリッド寸法Ｍを維持するように形成されている。この場合のグリッド寸法Ｍを維持す
るとは、同様の穿孔形状を有し、形状依存した固定取付部が連続して存在することである
。グリッド寸法Ｍは、例えば２５ｍｍとする。
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【００４１】
　例えば、再度図２を参照すると、固定側部５の固定取付部６間の間隔はグリッド寸法Ｍ
であり、取付け側８の第２列の固定取付部９は、特に固定取付部９のそれぞれに対して、
グリッド寸法Ｍの倍数である。
【００４２】
　取付けフランジ２の対向する外部エッジは、それぞれクロップ２７を有している。これ
は、フラットセクション（ｆｌａｔ　ｓｅｃｔｉｏｎ）が既に外側に取付けられ、すなわ
ちシーリングリッジ２０に直接近接して取り付けられ、スイッチキャビネット１の外側Ａ
に面する取付け平面Ｅ（図１と比較せよ）上にマウントシャシー７が取り付けられている
場合においても、回転できるようにするためである。固定平面Ｅは、スイッチキャビネッ
ト１の外側Ａにシールオフされる。この場合、図５に示すように、マウントシャシー７は
、内側Ｉにおいて回転できる（図５では、簡略化のために、側壁は省略している）。クロ
ップ２７は、マウントシャシー７が、回転中に垂直外形部によって動きが取れなくなるの
を防止する。
【００４３】
　マウントシャシー７の取付けを簡易化するために、シャシー７の取付けフランジ２１は
、それぞれマーク１４を有しており、垂直外形部３のシールリッジ２０も対応するマーク
（図示せず）を有している。
【００４４】
　図６及び図７は、本発明の概念から想起されるスイッチキャビネット内部構造における
マウントシャシーの、固定の可能性を示すものである。先行技術から公知の概念において
は、マウントシャシー７は、対向する垂直外形部若しくは水平外形部間にのみ取り付ける
ことができた。本発明の概念では、例えば２５ｍｍのグリッド寸法を全ての空間方向にお
いて得ることができるので、マウントシャシー７を、スイッチキャビネットのラックの外
形部に直接固定するのみではなく、例えば、図６及び図７に示すように、マウントシャシ
ー７を追加のマウントシャシー７に直角に固定することができる。したがって、例えば図
６及び図７に示すように、２つの水平な第１マウントシャシー７をラック２の、互いに垂
直方向に離隔した対向する垂直外形部間に取り付けることができる。この場合、追加のマ
ウントシャシー７は、２つの水平マウントシャシー７に関して垂直に配設することができ
、対向する取付けフランジ２１を介して２つの水平マウントシャシー７に接合する。取付
けフランジ２１は、第１マウントシャシー７の第２列の固定取付部９上に固定されている
。マウント概念は、スイッチキャビネットの３次元空間において適用できる。図示のよう
に、垂直外形部３によって形成された取付け平面に垂直に延在している追加の取付けレー
ル７は、垂直外形部３間に取り付けられたマウントシャシー７に固定することもできる。
この場合、全てのマウントシャシー７によって提供される第２列の固定取付部９は、２次
元若しくは３次元のグリッド寸法内に位置する。
【００４５】
　図６及び図７は、本発明にしたがって、スイッチキャビネットの内部にマウントプレー
トを挿入するために使用され、従来技術では意味をなさなかった、ガイドレールが、２５
ｍｍのグリッド寸法で導入され、したがって、取付けプレートがスイッチキャビネットの
内部に固定されると、取付けレール、したがって、マウントシャシーが追加の機能を有す
ることを示している。
【００４６】
　図８は、それぞれがラック２を有する２つのスイッチキャビネット１からなるスイッチ
キャビネットアセンブリを示す。各スイッチキャビネットにおいて、２つの垂直外形部３
及び２つの水平外形部４（下部垂直外形部４のみが図示されている）が、それぞれ外形部
フレームを形成し、それを介して隣接したラック２が互いに接合している。ラックは、マ
ウントシャシーとして形成されたスタックコネクター１５を介して互いに接合されている
。スタックコネクター１５は、追加の固定取付部１７を有する追加の取付け側１６を有す
る。各スイッチキャビネットにおける追加の取付け側１６は、外形部フレームの隣接する
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外形部３，４の第３固定側部１８と同じ高さを有する。ここで、第３固定側部１８は、第
３列の固定取付部１９を有し、この列は、第１及び第２固定側部５，１１と垂直に延在し
ている。
【００４７】
　外形部フレームは、当該外形部フレームの第１固定側部５に垂直に延在しているシール
リッジ２０を介して互いに隣接しており、２つの固定側部５間にスペースを有している。
このスペースには、スタックコネクター１５の取付け側１６が架け渡され、その結果、隣
接したスイッチキャビネット１の外形部フレーム間には連続した取付け平面が形成される
。
【００４８】
　第３固定側部１８及び取付け側１６は、それぞれ一定のグリッド寸法を維持した状態で
、それらの長さ方向に沿って互いに離隔している固定取付部１７，１９を有する。この場
合、第３固定側部１８及び取付け側１６の固定取付部１７，１９は、グリッド寸法を維持
した状態で、長さ方向に垂直な方向に互いに離隔している。その結果、内部構造部品７は
、隣接した外形部フレームを介して第１スイッチキャビネット１から第２スイッチキャビ
ネット１にガイドされる。このとき、内部構造部品７は、例えば、対向する固定フランジ
を介して、グリッド寸法で他のマウントシャシーに固定されたマウントシャシーである。
【００４９】
　特許請求の範囲同様に、前述の記載及び図面に開示された発明の特徴は、本発明を実施
するために単独及び任意の組み合わせにおいて本質的なものである。
【符号の説明】
【００５０】
　１　スイッチキャビネット
　２　ラック
　３　垂直外形部
　４　水平外形部
　５　第１固定側部
　６　第１列の固定取付部
　７　内部構造部品
　８　内部構造部品の取付け側
　９　第２列の固定取付部
　１０　境界端
　１１　第２固定外形部
　１２　内部構造部品の長さサイド
　１３　シールエッジ
　１４　マーク
　１５　スタックコネクター
　１６　追加の取付け側
　１７　追加の固定取付部
　１８　第３固定側部
　１９　第３列の固定取付部
　２０　シールリッジ
　２１　固定フランジ
　２２　追加の列の固定穿孔
　２３　ベースフレーム
　２４　サポートフランジ
　２５　周列の固定取付部
　２６　ディティール
　２７　クロップ
　２８　オフセット
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　２９　フック
　３０　コンタクトサイド
　Ａ　外側
　Ｅ　平面
　Ｇ　直線
　Ｉ　内側
　Ｍ　グリッド寸法
　ｙ　延設方向

【図１】 【図２】
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